
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【引率者】宮本 俊之※（長崎大学病院 医療教育開発センター） 

山下 和範※（長崎大学病院 救命救急センター）、田下 博※（長崎大学病院 ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ専任看護師）、野中 文陽※（佐世保市立総合病院 内科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

～Day 1 （2011.9.12）～ 

研修初日ということもあり、みんな緊張気味。午前はコースについての説明や医学英語の授業があり、午後からはシミュレーション実習だった。 

インストラクターから英語での問いかけに対して、英語力不足で理解できなかったり、理解できても英語で答えきれない、声に出す勇気が出ない等もどかしさを感

じた。また、ハワイ大学でレジデントとして活躍している瀧先生の話を聞くことができ、日本とアメリカの医療の違いを知ることができた。日本での研修に不満を

感じることもあったが、何事も貴重な機会だと思って積極的にやっていこうと思った一日だった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～Day2 （2011.9.13）～ 

午前は気管挿管の講義・実習と医学英語の授業、午後から Unstable Patient care の講義・実習があった。 

座学と実践を繰り返して行うことで理解しやすくなり、実習中に教えてもらったことを、屋根瓦方式で他の人に教えることでさらに理解が深まった。 

医学英語の授業では、ドラマを使った英語の聞き取りの練習をチーム対抗のクイズ形式で行った。こういう勉強の仕方だと楽しくて覚えやすいと感じた。 

午後の実習は、6 人ずつのチームに分かれ、めまぐるしく変化する病態に対してチームで対応するといった授業だった。目の前のことに一生懸命になり、チームの状

況が把握できていない所もあった。まだ先生の問いかけに対して、何も答えられない状況があったので、明日はもっと積極的に頑張りたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 25 号      2011 年 10 月 26 日 

長崎大学病院 医療教育開発センター発行 

財団法人鐘韻人間科学振興基金「研修医の短期海外研修のための助成金」により、今年度も 10名の 

研修医がハワイ大学のシミュレーション研修へ行ってきました！5日間の研修を報告します！！ 

オリエンテーション 不整脈患者への初期対応 別室でモニター中 

Airway 確保の講義・実習 日本にない挿管道具もあり手技に没頭！ Unstable Patient care の講義と実習 

シミュレーター紹介 瀧先生の講演 

ハワイ大学 

救急研修報告！ 
【参加研修医】 

長崎大学病院（50音順） 

浅井 幸、岩津 伸一、岡 哲、髙谷 亜由子、高野 香菜子、千葉 章代、 

濵口 陽、本田 智大 

長崎原爆病院  浅井 昭宏 

健康保険諌早総合病院  梅田 雅孝 

長崎県島原病院  山口 将太※ 

長崎県五島中央病院  松坂 雄亮※ 

※ 新・鳴滝塾（長崎県医師臨床研修 

協議会）からの参加者 



～Day3 （2011.9.14）～ 

午前は Queens medical Center, Shriner’s Hospitals for children を見学、午後は小児の救急対応のシミュレーション実習があった。 

Queens medical center では、ドラマで見たことがあるような ER の様子を直接見ることができて、モチベーションがアップ！！ER 室が効率よく回るように人が配

置され、物品もどこにあるのか一目でわかるように整頓されていた。Shriner’s Hospital は、アメリカでは珍しく寄付等で設立された病院で、保険が無い人でも治療

を受けられるようになっており、子供たちができるだけストレスを感じることがないように作られた院内が印象的だった。お昼は、日立の CM でおなじみの、「この

～木なんの木」の木の下で記念撮影＆ランチ♪3 日目折り返し地点で多少疲れがでてきた中、午後の授業へ突入したら、今日は大人じゃなく小児の救急対応(+o+)。

大人の対応より難しく感じ、戸惑ってしまった。2 時間で 5 症例のシミュレーション実習は、学ぶ点が多くあり、とても有意義な授業だった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

～Day4 （2011.9.15）～ 

午前は、安全管理と肺塞栓に関する講義、午後は急患対応のシミュレーショントレーニングがあった。 

安全管理の講義で Dr.Berg のスライドの中に、A “Team of Experts” is not the same as an “Expert Team”という言葉が・・・医療事故を起こさないためにも、チー

ム内のコミュニケーションは大事なんだということを再認識した。午後からは、3 日目に見学に行った Queens medical center の ER ドクターOliver 先生によるシ

ミュレーション実習。研修の雰囲気にもやっと慣れてきて、みんなの積極性と実力が開花！！ちょうど、ハワイ大学医学部の 4 年生も来ていて、実際に彼らが受け

るものと同じトレーニングを受けた。今までの講義や実習の成果を発揮し、医学生に「さすがだ！」と言われた v(≧∇≦)v 

コース終了後は先生方との交流会！英語を交え積極的に会話し、とても有意義な時間を過ごした！毎晩のミーティング＆反省会も日々白熱！ 

 

 

 

～Day5 （2011.9.16）～ 

研修最終日。朝からエンジン全開で、Dr.Berg＆Dr.Turban による one night on-call の実習を受けた。当直中に看護師さんに呼ばれて病棟で対応するシミュレーシ

ョンだったが、みんながチームの一員として、一人ひとりの役割を決めて行動することで、今までよりも早い段階で患者さんの状態を改善することができたように

思える。午後は、Medical Crisis の講義があった後、8 人チームで救急患者に対応するというシミュレーション実習が行われ、対応の様子はビデオに撮影された。後

でビデオを見ながらフィードバックしたことで、わかっているつもりでも実際にできていない所を自分で確認することができ、非常に勉強になった。 

 

 

 

 

 

 

 

～おまけ～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Queen’s Medical Center, Shriners Hospital を見学 「日立の木」の下でランチ♪ 

ちょっと 

疲れた… 

小児の救急対応シミュレーション 

Emergency Medicine Cases のシミュレーション実習 コース終了後 ～先生方との交流会～ 毎晩のミーティングも 

日を追うごとに白熱 

one night on-call TRAUMA TEAM RULES Medical Crisis お世話になったシミュレーターと 修了証書 GET！ 

シミュレーターで練習し、本番でチームワークを発揮することの重要性を感じた 5 日間でした。貴重な経験をする機会を与えていただき、本当に感謝しています。

この素晴らしい研修を、是非続けてほしいです！本当にありがとうございました！！ 

長崎大学病院 医療教育開発センター  TEL：095-819-7847    FAX：095-819-7882    MAIL：kaihatu@ml.nagasaki-u.ac.jp 

HP: http://www.mh.nagasaki-u.ac.jp/kaihatu/    BLOG：http://careerngs.exblog.jp/ 


